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Paper Digestとは

最近のアップデート

日本からグローバルを目指す
アカデミックスタートアップとして
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Paper Digestとは

最近のアップデート

日本からグローバルを目指す
アカデミックスタートアップとして
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言語の壁が読む速度を遅くする

32
mins

58.7
mins

Tenopir, C., King, D. W., Christian, L., & Volentine, R. (2015). 
Scholarly article seeking, reading, and use: a continuing evolution
from print to electronic in the sciences and social sciences. 
Learned Publishing, 28(2), 93-105. https://doi.org/10.1087/20150203

Tenopir, C., Christian, L., & Kaufman, J. (2019). 
Seeking, Reading, and Use of Scholarly Articles: 
An International Study of Perceptions and Behavior of Researchers. 
Publications, 7(1), 18. https://doi.org/10.3390/publications7010018
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若手研究者は更に時間を掛けて読んでいる

Tenopir, C., Christian, L., & Kaufman, J. (2019). Seeking, Reading, and Use of Scholarly Articles: 
An International Study of Perceptions and Behavior of Researchers. Publications, 7(1), 18. https://doi.org/10.3390/publications7010018

(min)

Average
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解決策
学術論文の「ダイジェスト」（抽出型要約）を作成するサービス 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“Trailer” “Spoiler”



Paper Digestとは何か？
学術論文のアブストラクト(要旨)は、映画で言うところの“予告編” 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“予告編”

 “予告編”
男の子が
魔法の世界に
行って
仲間と冒険する
ファンタジー



Paper Digestとは何か？
学術論文のアブストラクト(要旨)は、映画で言うところの“予告編” 
一方で、Paper Digestは “ネタばれ”を提供している 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“予告編”

“ネタばれ”
• ヴォルデモート倒

した
• ダンブルドア死ん

だ
• ロン＆ハーマイオ

ニー結婚

 “予告編”
男の子が
魔法の世界に
行って
仲間と冒険する
ファンタジー



プロトタイプ(無料で利用可能・公開中)
Enter DOI Digested in 10 sec!

https://www.paper-digest.com/

10.XXXX/YYYY
doi.org/10.XXXX/YYYY

https://doi.org/10.XXXX/YYYY

Any of these formats
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実際のワークフロー

XML Extraction

Crossref API AI Digest

● Network analysis
● NLP

DOI

10.XXXX/YYYY

Publishers’ API

User input 

Check license Get full text

PDF
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ユーザーは論文のDOI（またはPDFのURL）をインプット 
OA論文であれば約10秒で要約を自動生成 



XML Extraction

Crossref API AI DigestDOI

10.XXXX/YYYY

Publishers’ API

User input 

PDF

登録ユーザーは端末からPDFをアップロードして要約できる 
(テキスト処理後は全文情報はPaper Digestに残らない) 

            登録ユーザーにのみ提供の機能

Local

12



Paper Digestとは

最近のアップデート

日本からグローバルを目指す
アカデミックスタートアップとして
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新機能

APIの提供 

仕様: https://documenter.getpostman.com/view/5368325/SVfJWCX5?version=latest  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https://documenter.getpostman.com/view/5368325/SVfJWCX5?version=latest


新機能 15

全体的な要約 /  
セクションごとの要約  

抽出する文の数を  
コントロール 

抽出文の並べ替え 



パイロットテスト

現在、出版業界の２社とパイロットテストを実施中

我々の学び：

• 要約の質は容認できるレベル、あるいは少なくとも問題になっていない。

• 要約のユーザビリティに関しても肯定的に受け止められている。

発見した機会：

• プレプリントの要約に対する関心の高まり

• 他のドキュメント形式（Microsoft Wordなど）の要約の必要性

• Paper Digestとレコメンドシステムへの併用の期待 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Paper Digestの評価

５つの研究分野で各1000件の論文を対象に要約性能を評価

評価指標：ROUGE-1（正規化）
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今後の開発アイデア
ユーザー 

フィードバック 
複数インプット  一般向け要約 

We demonstrate that PD-1 knockdown 
on HBV-associated, HCC antigen-　
specific T cells boosts their effector 
function and capacity to kill tumor cells 
in a PD-L1hi 3D microfluidic system.

A two-pronged genetic manipulation of T 
cells of the human immune system could 
lead to more effective cancer treatments.

抽出型要約

抽象型要約

10.1016/j.ymthe.2018.08.013

Blah blah blah

Blah blah blah

EUREKA! EUREKA!
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Paper Digestとは

最近のアップデート

日本からグローバルを目指す
アカデミックスタートアップとして
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問題意識

1. AIは学術コミュニケーションにどのような影響を与えうるのか？

2. オープンサイエンスはコンテンツがオープンになること以上に、どんな
変化をもたらすのか？

3. なぜ日本では「グローバルな」「研究者による」学術情報スタートアッ
プが出ないのか？
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背景1：AIが学術情報に与えうるインパクト

https://www.merriam-webster.com/dictionary/artificial%20intelligence

もしAIが「高度に知的な人間の行動を模倣する」ものだとしたら、学術コ

ミュニケーションの世界では一体何が起こるのか？ 

https://www.merriam-webster.com/dictionary/artificial%20intelligence
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背景2：オープンサイエンスの可能性

人工知能が処理できる「オープンで」「機械可読なメタデータ」が付与され

た学術情報はどんどん増えている。 

学術コンテンツのオープン化がもたらす新しい可能性は何か？ 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背景3：研究者スタートアップ
研究者が自身の専門知識と技能を使って「使いたいサービス」を事業化した成功例 



ひとつの解としての Paper Digest 24

オープンなコンテンツ 

機械可読識別子 

無料で使えるAPI 

動機・アイディア・技術力 

業界経験と人的ネットワーク 

グラント・メディア露出・受賞 



グラント獲得とメディア露出

https://www.digital-science.com/press-releases/digital-science-announces-new-catalyst-grant-winners-2/
25https://www.japantimes.co.jp/news/2018/10/24/business/tech/tokyo-researchers-paper-digest-makes-academia-jargon-cinch/
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https://www.digital-science.com/press-releases/digital-science-announces-new-catalyst-grant-winners-2/
https://www.japantimes.co.jp/news/2018/10/24/business/tech/tokyo-researchers-paper-digest-makes-academia-jargon-cinch/#.XTUnj5MzbeR


SSP People’s Choice Award 受賞

https://www.sspnet.org/community/news/paper-digest-wins-ssp-previews-session-peoples-choice-award/
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https://www.sspnet.org/community/news/paper-digest-wins-ssp-previews-session-peoples-choice-award/


ユーザー数の拡大

最もユーザーの多い国トップ10 

About
10,000 users
130 countries

2018年10月  現在 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28https://blogs.lse.ac.uk/impactofsocialsciences/2019/10/30/should-we-use-ai-to-make-us-quicker-and-more-efficient-researchers/

研究を迅速化・効率化するためにAIを使うべきか？  

https://blogs.lse.ac.uk/impactofsocialsciences/2019/10/30/should-we-use-ai-to-make-us-quicker-and-more-efficient-researchers/
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Paper Digest はまだベータ版で初期の段階だが、その存在と理念は、

それよりずっと大きな研究と学習という概念について何かを示唆してい

る。Paper Digest自体に懸念がある訳ではなく、むしろそれ自体は便利

なツールかもしれないが、それが根拠としている理念や理想は、研究

の効率化と思想の加速へと過酷に追いやられる現実と無関係ではな

い。もし放っておいたなら、実際に創造性や思慮深さ、よいアイディア

を見抜く力を培うような環境を損なうことになるかもしれない。 

David Beer, Professor of Sociology at the University of York
（参考訳：宮入）



次のステップ 30

他には何を足したら 
いいだろう？ 

どんな肉？野菜？ 

そうだ！ 
ユーザーに聞いてみよう 

え？そもそも英語の 
ネイティブでない人を 

対象にしてるんだけど？ 

創造性とかに 
たどり着く前に 

全部読みきれないことを 
なんとかすべき？！ 



誰がPaper Digestを使っているのか? 31



Paper Digestの理念について

「読みたい論文を全部読む時間が研究者にはない。全部読まなくても、手っ取り早く論

文の中心概念を把握できるようなツールが必要だ。」 

この理念にあなたはどの程度賛成ですか？  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以前は研究者の数はもっと少なかったが、今ではものすごく増えてい
る。それ自体は悪いことではないけれど、どうやってこの状況について
いくのか？自分の専門分野で重要な情報は逃すことはできないし、そ
のためにはどんな手段が必要なのかわからない。だから全部をちょっ
とずつ簡単に試し読みできるような方法があれば、それはとても便利
だと思う。 
 
 
研究者によってどんなコンテンツが必要か、理解もニーズも異なる。重
要な情報が機械学習のプロセスで失われてしまうかもしれない。 
 



グローバルなアカデミックスタートアップへ

• Paper Digestは創業者自身が抱える課題から出発しました。 

• 初期のユーザーは非英語圏が多かったのですが、 

• 注目を集めるようになってユーザー層が拡大しました。 

• もともとの動機はユーザーには支持されているようですが、 

• 今後の課題として： 
• 現在のプロトタイプからちゃんとしたサービスに展開するには？ 
• 非ネイティブだけでなく英語ネイティブのユーザーにも応えるには？ 
• 研究のプロセスを損なうのではなく、より良いものにするには？ 
• 持続性のあるビジネスとして共創（競争）していくためには？ 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ご静聴ありがとうございました


